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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第151期

第１四半期累計期間
第152期

第１四半期累計期間
第151期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

自 2021年４月１日
至 2021年６月30日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 (千円) 1,984,666 2,334,720 8,654,588

経常利益 (千円) 52,059 306,379 439,799

四半期(当期)純利益 (千円) 33,679 212,219 274,575

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,320,740 1,320,740 1,320,740

発行済株式総数 (千株) 12,135 12,135 12,135

純資産額 (千円) 10,891,489 11,500,370 11,429,965

総資産額 (千円) 15,171,099 15,733,960 15,930,202

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 2.82 17.78 23.00

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 8.00

自己資本比率 (％) 71.8 73.1 71.8
 

(注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期会計期間の期首

から適用しており、当第１四半期累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した

後の指標等となっております。

 
 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期における我が国の経済は、引続き新型コロナウイルス感染症の拡大による「緊急事態宣言」下とな

り、一定の事業活動の制約を受け、かつ「不確実」と言われる中、また、米中の通商問題等々まだまだ予断を許さ

ない先行き不透明な状況下にあります。

そのような中、当社の主力セラミックス事業は、主要販売先である電子部品業界の市況は良く、当社の需給環境

も改善傾向にあり、前年同期比15.7％増収の1,854,978千円となりました。一方エンジニアリング事業につきまして

も、同様に前年同期比26.0％増収の479,741千円となりました。結果、当第１四半期の売上高合計は、前年同期比

17.6％増収の2,334,720千円となりました。

損益面につきましても、セラミックス事業は増収に伴い工場稼働率が向上したことにより、セグメント利益は前

年同期比大幅に増加し275,011千円（前年同期33,380千円）となりました。エンジニアリング事業も増収効果に加え

前事業年度より組織改編等による固定費削減に取組んだ効果もありセグメント利益は増益の9,603千円（前年同期

11,083千円の損失）となりました。この結果、営業利益284,614千円（前年同期22,297千円）、経常利益306,379千

円（前年同期52,059千円）、四半期純利益212,219千円（前年同期33,679千円）といずれも前年同期比大幅な増益と

なりました。
 

財政状態の概況は次の通りであります。

当第１四半期の財政状態については、総資産が前期末比1.2％減の15,733,960千円となりました。内訳としては流

動資産が前期末比0.6％増の8,476,777千円となり、主に売上債権が3.1％増の3,048,270千円であり、増加要因は増

収によるものであります。また、固定資産が前期末比3.3％減の7,257,183千円となり、主に有形固定資産が1.7％減

の5,154,499千円となり、これは減価償却によるものであります。

一方負債は、前期末比5.9％減の4,233,590千円となりました。内訳としては流動負債が前期末比5.1％減の

2,949,172千円、固定負債が前期末比7.7％減の1,284,418千円となりました。流動負債の主な減少要因としては、賞

与引当金の減少であります。固定負債の主な減少要因としては長期借入金の返済によるものであります。

また、純資産が前期末比0.6％増の11,500,370千円となりました。内訳としては株主資本が前期末比1.4％増の

10,894,700千円となり、主に利益剰余金が前期末比1.8％増の8,436,107千円であり、これは繰越利益剰余金の増加

によるものであります。また、評価・換算差額等が前期末比11.9％減の605,669千円となり、これは投資有価証券の

時価の下落によりその他有価証券評価差額金が減少したことによるものであります。

 
(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新たに生じた

課題はありません。

 
(3) 研究開発活動

当第１四半期累計期間における当社の研究開発活動の総額は47,630千円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 37,280,000

計 37,280,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,135,695 12,135,695
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株でありま
す。

計 12,135,695 12,135,695 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年６月30日 ― 12,135,695 ― 1,320,740 ― 1,088,420
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2021年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
　普通株式 ― ―

200,100

完全議決権株式(その他)
普通株式

119,199 ―
11,919,900

単元未満株式
普通株式

― 　一単元（100株）未満の株式　　
15,695

発行済株式総数 12,135,695 ― ―

総株主の議決権 ― 119,199 ―
 

(注）１ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2021年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　　 ２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が100株(議決権 １個)含まれ

ております。

３　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式19株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2021年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ニッカトー

 
大阪府堺市堺区遠里小野
町３丁２番24号

 
200,100

 
―

 
200,100

 
1.65

計 ― 200,100 ― 200,100 1.65
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2021年４月１日から2021年６月

30日まで)及び第１四半期累計期間(2021年４月１日から2021年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、清稜監

査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2021年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,676,471 2,683,007

  受取手形、売掛金及び契約資産 2,955,751 3,048,270

  商品及び製品 1,306,707 1,270,071

  仕掛品 1,111,677 1,141,373

  原材料及び貯蔵品 338,888 315,370

  その他 34,762 18,684

  流動資産合計 8,424,258 8,476,777

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 2,510,991 2,472,270

   機械及び装置（純額） 1,491,656 1,425,474

   その他（純額） 1,243,485 1,256,754

   有形固定資産合計 5,246,133 5,154,499

  無形固定資産 151,902 144,090

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,960,768 1,842,678

   その他 147,138 115,914

   投資その他の資産合計 2,107,907 1,958,592

  固定資産合計 7,505,943 7,257,183

 資産合計 15,930,202 15,733,960

負債の部   

 流動負債   

  電子記録債務 339,932 355,461

  買掛金 1,078,143 1,023,908

  短期借入金 400,000 400,000

  1年内返済予定の長期借入金 248,392 248,392

  営業外電子記録債務 253,360 89,912

  未払金 311,215 577,448

  賞与引当金 218,200 109,100

  役員賞与引当金 12,091 3,022

  その他 247,347 141,926

  流動負債合計 3,108,682 2,949,172

 固定負債   

  長期借入金 1,004,520 942,422

  役員退職慰労引当金 177,619 86,990

  資産除去債務 42,573 42,692

  繰延税金負債 96,145 141,992

  その他 70,695 70,320

  固定負債合計 1,391,553 1,284,418

 負債合計 4,500,236 4,233,590
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2021年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2021年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,320,740 1,320,740

  資本剰余金 1,225,438 1,225,438

  利益剰余金 8,283,565 8,436,107

  自己株式 △87,585 △87,585

  株主資本合計 10,742,159 10,894,700

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 687,806 605,669

  評価・換算差額等合計 687,806 605,669

 純資産合計 11,429,965 11,500,370

負債純資産合計 15,930,202 15,733,960
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 1,984,666 2,334,720

売上原価 1,631,135 1,729,123

売上総利益 353,531 605,597

販売費及び一般管理費 331,234 320,982

営業利益 22,297 284,614

営業外収益   

 受取利息 990 393

 受取配当金 18,813 19,771

 雇用調整助成金 10,473 -

 その他 3,626 4,314

 営業外収益合計 33,904 24,479

営業外費用   

 支払利息 2,840 2,496

 コミットメントフィー 750 -

 その他 551 217

 営業外費用合計 4,141 2,714

経常利益 52,059 306,379

特別損失   

 固定資産廃棄損 372 62

 特別損失合計 372 62

税引前四半期純利益 51,687 306,316

法人税、住民税及び事業税 5,000 12,000

法人税等調整額 13,007 82,097

法人税等合計 18,007 94,097

四半期純利益 33,679 212,219
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

　　　（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下、「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、買戻し契約に該当する有償支給取引について、従来、売り戻し時に売上高と売上原価を計上してお

りましたが、加工代相当額のみを純額で収益を認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第1四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第1四半期会計

期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当該期首残高に与え

る影響はありません。

　また、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第1四半期会計期間の期首より前までに従前の取扱いに

従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　なお、これによる当第1四半期累計期間の損益に与える影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「売掛

金」は、当第1四半期会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしました。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第1四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりませ

ん。

 
 
（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

なお、これによる四半期財務諸表への影響はありません。

 
(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 

 

前第１四半期累計期間

（自　2020年４月１日

　 至　2020年６月30日）

 

当第１四半期累計期間

(自　2021年４月１日

　至　2021年６月30日)

 

減価償却費 159,636千円  164,595千円  
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月19日
定時株主総会

普通株式 131,292 11.00 2020年３月31日 2020年６月22日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月18日
定時株主総会

普通株式 59,677 5.00 2021年３月31日 2021年６月21日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
セラミックス
事業

エンジニア
リング事業

売上高    

　外部顧客への売上高 1,603,823 380,843 1,984,666

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ―

計 1,603,823 380,843 1,984,666

セグメント利益又は損失(△) 33,380 △11,083 22,297
 

(注)　セグメント利益又は損失の合計額は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
セラミックス
事業

エンジニア
リング事業

売上高    

　外部顧客への売上高 1,854,978 479,741 2,334,720

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ―

計 1,854,978 479,741 2,334,720

セグメント利益 275,011 9,603 284,614
 

(注)　セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第１四半期累計期間（自　2021年４月１日 至　2021年６月30日）

  (単位：千円)

 

 報告セグメント

合計
セラミックス
事業

エンジニアリング事
業

計

機能性セラミックス 135,414 ― 135,414 135,414

耐摩耗セラミックス 1,244,190 ― 1,244,190 1,244,190

耐熱セラミックス 425,036 ― 425,036 425,036

理化学用陶磁器その他 50,336 ― 50,336 50,336

加熱装置 ― 119,037 119,037 119,037

計測機器その他 ― 360,703 360,703 360,703

顧客との契約から生じる収益 1,854,978 479,741 2,334,720 2,334,720

外部顧客への売上高 1,854,978 479,741 2,334,720 2,334,720
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額 2円82銭 17円78銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 33,679 212,219

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 33,679 212,219

   普通株式の期中平均株式数(株) 11,935,682 11,935,576
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　　　　　　　　　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年８月２日

株式会社ニッカトー

取締役会  御中

清稜監査法人
 

大阪事務所
 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 小　　田　　利　　昭 印

 

 

業務執行社員
 公認会計士 夘　　野   貴　　志 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニッカ

トーの2021年４月１日から2022年３月31日までの第152期事業年度の第１四半期会計期間（2021年４月１日から2021年６

月30日まで）及び第１四半期累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニッカトーの2021年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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